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論文内容の要旨

本論文は，人間の問題解決過程に対する考察に基づく 1 T S CIntelligent Tutoring 8ystem) の設計・

開発に関する研究の成果をまとめたものであり，以下の 5 章をもって構成されているO

第 1 章においては，本研究の目的および、意義について述べ，本研究により得られた諸成果を概説した。

第 2 章においては，学生の理解状態を表す学生モデルを生成する一手法であるプロセス駆動型モデル

推論法について述べた。まず，算数や数学の計算問題等において発生する学生の誤りに対する認知的観

点からの考察と，学生の誤りを問題解決過程における知識運用の誤りとして捉えることのできるプロセ

スモデルについて述べた。さらに，プロセスモデルにより記述された学生モデルの生成法であるプロセ

ス駆動型モデル推論法について述べた。

第 3 章においては， 1 TS を指向した問題解決のモデルM 1 P S CModel of Indexing in Problem 80-

lving) について述べた。 MIPS は解法を同定する過程の重要性に注目し，問題の構造化と生成され

た問題構造をインデックスとした解法の検索としてこの過程を明示的にモデル化したものであるO また，

MIPS は，問題解決過程における問題解決操作持続能力の有限性，および問題解決を繰り返すことに

よる解法の用い方の習得を包括的に捉えており， 1 T S を設計・開発する上での理論的背景として十分

有用な問題解決のモデルとなっている。

第 4 章においては， M 1 P S に基づく問題理解支援システム P R 0 U T CProblem Understanding 

Tutor) の設計・開発について述べた。まず，教育戦略の提案と，その教育戦略を実現するための枠組

みとしての PROUTの設計について述べた。さらに，教育戦略を実現するための基本となる情報を提

供する，個々の問題の解決過程をMIPS を用いて記述した問題モデルについて述べた。問題モデルの

一 540-



生成はPROUTの最も重要な機能であり 問題解決の副作用として問題モデルを生成する問題解決モ

ジュール，および問題生成の副作用として問題モデ、ルを生成する問題生成モジュールの実現を行った。

また，生成された問題モデ、ルに基づ、いて具体的な教育行動を生成する教育的行動生成モジュールの一つ

である，問題解説モジュールを実現した。

第 5 章においては本研究で得られた主な成果をまとめ，今後に残された課題について検討した。

論文審査の結果の要旨

計算機援用の教育支援システムの高度化を図るためには人間の問題解決に対する考察が不可欠であ

り，特に，学生の問題解決の失敗を捉えることのできる問題解決のモデルの構築は，中心的な研究課題

となっているO

本論文では，知識の運用の面から問題解決の失敗を捉えることを指向した，人間の問題解決に対する

考察と，それに基づく問題解決モデルの構築，および，教育支援システムの設計・開発について述べて

いる。

まず，算数や数学の計算問題を対象として，学生の誤りを知識運用の誤りとして表現することのでき

るプロセスモデルと プロセスモデルにより記述された学生モデルを生成する方法であるフ。ロセス駆動

型モデ、ル推論法について述べているO

さらに，ツルカメ算等の算数の文章題といった解法を同定するまでの過程が問題解決において重要と

なる領域を対象として，問題解決のモデノレM 1 P S CModel of Indexing in Problem Solving) につい

て述べている o M 1 P S は従来の問題解決のモデルが捉えていなかった解法を同定するまでの過程を，

問題の構造化と生成された問題構造をインデックスとした解法の検索としてモデル化している。

そして， M 1 P S の計算機上での実現，およびMIPS に基づく教育戦略の提案とそれを実現するた

めの教育支援システムの設計・開発について述べているO この教育支援システムは，従来の教育支援シ

ステムでは行われていなかった，解法を同定するまでの過程の明示的な支援を可能としているO

これらの研究成果は，教育支援システムの高度化に対する重要な知見を与えるものである。よって本

論文は博士論文としての価値があると認める。




